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卸売商社における受･発注システム
Computer SYStem for the Wholesale Trade

近-f卜,抑ノセ向什グγ.に十計第二慌:i､■‡人がとlみに進んできたが,二の慨イ城化は締JこI一旦,竹

花などを小心とした符J竹附-リでの旭川が‾卜流であった.- Lかし打力化,れ絶代が叫

ばれてこのかた,+礼装J肘】Ll=搬ノ己,什人,付･‡iなど)♂〕依純化､丁了い絶えれば,一之･

写己i-i三システムの†′-】土仙化への安求がi‡'ラ;まったのを契慌に本帖をまとめ,Electronic

Data Processing System化のための処州形態を巧▲宅享L機能な引凋を行なった｡一 変

に抑ノ占両社のゼ冬′与■1とも言うべき′ノヒ仝分散竹壬･ブ己柱システムを採‖Jしている｢r巾ナ

flこJ〔公什+の例を交えて乍後のノナ巾を一言山並L7∴

口 緒 言

卸九純朴グ)システム化において,一壬･ヲ己i■iiシステムはiトL､

的､ノ占イ抑+な`,は丁一計号つ碓聖油別業‾楷ク)ノブである(_､LかL,/ト

までの`.一にJ′-㌶十符機のfLキ=Jは,比布の弓子Jl【リノ∫〔をある柑性止認

Lた｢レ絹允的財務仝一汁r】iり性‾lTにおける人も圭子一夕一敗汁処叩l

にそ♂)巾ノ11くをJiいたものである.｡すなわち,ノ乏拝山イ∵テ･ヲ己i主三

人何処Jさ11と後のノ己_1∴ナノニー渋,什人仁七‾ギミかJJ】=1▲表を小心とLた統

計アi洋トの作成,花び=Jiり立のJ亡帖処J‥l一三とし､つた,ノ■にJ′･汁許機

のもつ-て■Tj辿･人葺と処即の能ナJを浦川したもので,Electronic

Data Processing System(以卜,EDPSといl結す)化の節1

1二貨l;削二あったと二三ーえる.｡ニグ).ようなノ.にJ′一i汁号ウニ概括別に対Lて､

【1ノさ;与'の+光栄部門(常=紫部門,f†7_Lii忙j主部門など)の什小には市二

接役､tなし､という批判,ノ女び†上田がJ11てきた｡′ノヒ‾卜･什人fム

:?壬の∩三成圭での怖報処J叩,すなわちノ壬il三川荷装荷,‡己ii三入荷

業‾彷のトニ1+功化の観一-∴り二‾､二仁った`王一に｢.汁符機油川が/｢後グ〕ノノ山で

ある｡J九f【三,多くの1モ某のコンビュータ システムIjHヲ己が,rす

-デ ュントり+(乃-･瑞とLて,二のノ壬注部門,川荷溺It■J､佃

.ロー符‡即肘‖】の改沖にr｢りけJ〕れてきている北拙からも,一之音==ll

市子ftヲ己il三人荷システムのl′1軌化が巾安であることを知1ること

ができる.〕

そこで,卸完而什のそ柱=荷･発注人イijfシステムについて,

/｢まで二柁々のもつ経験知ぷkを集約するととい二,′卜子真二れノ〕

.維荘重を‾止服するためのノブ向について′i並べるこ,

買掛

｢
取引先管理

メーカー

ト文
発注管理

井上達郎* Tl山州J′=〟′′

凶 受･発注システムの業務分析

2.1 受･発注システムの概要

一之i二‾に‖■.荷システムは｢栢布から拝文を′受けい乏軒受付),そ

･ノ)拝丈ト/rヂ羊を確こさ.ど,什.言Jくし(以柊の処押ルーートをり上める),摘

.汀-ク‾).■.亡】･ぞろえを指ホL(.【=ホ榊旨ホ),顧†存に軋〕達する+までの

抽の某婿かごブ成りたっている〔〕二の′乏拝.【HイJfシステムと和

地する安素としては,一之主i三乍1リ=Ei与,イH郎て二川,配送背+叩,付･li

符f【j!,顧器符珊の_/Lつがあり,それぞれの川ハニ悦係を同J･(化

すると図1の.よ うに太わすことができる｡

また,発注人柄システムは r‾商■品の品-りJれ,‾丈は′左1モ/川i

遺をノ.判ったとき,f_J二人才11二!1が什人黎求を′乏け川二人′立付)そグ〕

lノづそ妄を仰.乱仕訳し,ヲ己江を行ない,納糊到来とともに,腐

.†ナ1が約人され,検占■-,綬伴符,イ1三峠紙入れする+壬での一一辿の

若布であるし)このブ己i-i三入荷システムと1姓J越する柴素として発

i盲三符_叩,7川i皆川,付帯符即､什入札符印の川つとノ乏抹符叩

があり十‖ノJ二r一法j條は､図1にホすとおりである√)

2.2 受注出荷システム

′乏臼三山荷システムをl絹発する場†ナのや7二･コミ∴■主ないしは.沖佃の

J.!ミ畔とLて,次の‾一三つグ)仔=1を.‾i貨;亡することができるり

(1)一之i-i一三か/〕批送までの峠‖れ(2)怖袖処一叩グ)+1三碓什枚びイ.言

拙作,(3)帆コストな十朋l之処一叩

二れノブの紫素は十=_りこに背r丈するもので,そのバランスの収

リ ノJが問題となるところである｡

売掛

品ぞろえ

倉庫管理 一･･･････一 在庫管理

入荷･在庫繰入

メーカー

集荷

支払

図l 受･発;主システム寸幾能関連図 受注出荷及び発注入荷時に関連する情報の流れと各機能を示すr,

*【【､■/二･■皇望作I叶ソフト】ノェ7'l二+‾妨

配送管理

l配送
顧 客

顧客管‡里

請求回収
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2.2,1受注から配送までの時間の短縮及び安定性

注文を一三けこれを速やかに処刑Lて,l将品を.迅速に脚器に

仙j生するのに饗する時irりで,二れは｢′王子･1ミサイクル タイム+

と呼ばれるものである｡

一之ij三から配送まで･の柑～1Jは,次にホすように,み帥プ)仙戊

要素から成っている.っ 顧寄倒かノ〕､みた域†ナ,それぞれの要素

グ)l馴りが問題ではなく､総でナ;汁峠l芦りが問越となってくる(丁.

′乏i■iiサイクルタイムが如いとし-うのは,柿木が周一1了_-を時JJij

r仰二速く人手し柑る仙′I⊥=1三というノ1ユ味をもつととい二,顧芥

の在峠水粋が帆水叩ミで析むということである〔

′三拝サイ
クル タイム

J鮒･仙ンてテ∠､′州化竺;てミニ荒を芝′仰⊥二･･ゝ■フ三論じ
子荘って,′壬注山村システムをtシH相する姑畔となるごの一受注

サイクル タイムを,小川引弼,あるし､は付=lにするかを,まず

lりj碓にしなければなノー〕なし､丁 そのためには､顧客との関係,

顧界の要求を分析L,それにぎ(iって一一之江サイクル タイムを仙

成する要素のl-いで大きな1刊で†を.【ぅめるr-fl;分に茄口し,桝淡法

を検話寸することになる｡:

(､1)ノ壬江迎絡峠†～り

顧器との注文辿終に懲する日川卜と,√安けた注丈を什内l与をJ係

桃一軒二漣給する過仙けIJりが才圭れる｢､荊竹は榔布ヒ1-†某との

川の′安江方法に規1上され､子安瀦は,枇ノ占拠∴】､･こと物流拠∴【,-二(√†

J--i責,軋ユー去センタなど〕の位詳川㌔J係,ノ之びそ･叫7りの旭イ‾i;ノブ法(j_拉

う立方法)に依存するい

(2)′受注処理吋川り

顧客からの注文内容の確認,放び以後の処J三Eiとルーーートの決定,

′乏柱に続く処埋を円滑に進めるための--一一油の処坪に要する峠

‖りである｡

(3).ナ7.ぞろえ時州

=荷指示のあった商品を介J車､配j追センタの棚から迷び,

顧客に配送できるよう揃j韮り処押するのに要する時1-Jりである｡

(4)帥充臥川】

顧客からの注文の向【～‾7-が■l了一切れ状態のとき,工場,メーーカ

ーなどから補充を′_壬け,=荷する場でナに要するう生れの峠糊で
ある｡

二れは,顧布の要‾求刑J別を満足させるという前提が必要で

あり,要可こ納期に･介三改Lない甥で㌣,顧客は他の卸売商什に拝

‾丈を壁えることもできるので,売上機会†Fりことして表われる

ことになる｡

(5)門己j一三帥引iり

顧存j一郎ユニに一丁71ぞろえ,荷造りきれた軌1-J.を,逆送-一千段を迷

子†こして顧客の指定場所に配送するのに要する吋州であるしつ

2.2.2 情報処王里の正確性及び信頼性

′ヱ注出荷システムに限らず付掴ま処坪全般において,正確件,

イii柑什が要求される｡ニのためには,串務二｢枇(転記など)を

i城少することととい二∴i一に十計算機による論理チェックなど.

デ【タ チェック システムが必要である｡

2.2.3 低コストな■情報処王里

2.2.1の′受注サイクル タイムの帥系統2.2.2グ川婚艮処.叩の正

確什,イr一揃い性を確促するために,処才一巨手紙を標準化し,処理

の自動化,告力化を行なうことが必要であるが､二れは経柄

竹三に見介ったものでなくてはならないrJしかし,低コストと

いう問足酌ま,絶対的なフ1-クタではなく､不=対〃Jなものであ

ろう｡換言すれば,｢う､より安く+,｢人手にfiうか,輯帥戌で行

なうかなどの選択】になると言える｡

8

田 受･発注業務処理形態の検討

3.1 分 類

′壬･発i川捕ま処押の1′】助化,ノ之びEDPS化には,商流,

物丸 竹J王恨ト1純の如から分析L分野iをすることが必要である､つ

すなJ)ち,r‾目釘ノこ粗･.■さこと物流拠ノ∴･二の分離の状態,物坪的な位i;7こ

l～さJ係ノ之ひ∵汁即il=‖r‥分抑+とこれにJ】!壬づく｢小串符押のブナJ=〔+

の2山である′ニ

l二.言L二∴つの分‾軌j.1主準を避1呈することによって,販売才処点で

･の′乏江処J二Ii与の什プ∴物流拠カに対する指ホの仕方,及びコン

ピュータ センタ､本部管+叩センタの機了把を明確にさせること

ができるrJ二の如拙に立って介業を分精し,モデル化すると

川つのパターンを.没フ上することができる｡

3.1.1完全分散型

服;アこ岨･∴トと物i允拠′】1Ⅰ二がけ一場所にあって,J也域､プロ･ソク

に多数分散し,それぞれが独口にそ柱･党i-ト/川i管叩を行

なう タイプで,氏■汀】抑ノ己商社にニグ)モデルが多い(図2)｡

(1)販売拠∴■丈ごとにか市を配i_i与し,一一1立の販売地士或を分印し,

′壬･三絶注を独_､ンニに行なうLつ

(2)摘■1■Jlの紺允発注の附批をもっているで〕

3.l.2 層別分散型

二のf百別分散ノl言-=ま,i允辿チャネ′しをメーカーがリードして

いる捌巾に多く+ろ･られる､･枇的には家也ノlに1t品,l`1刺中な

どク川上ウ七会什がこれにリ1たる(図3)｢′

(1)眼ノこJ処∴-.-二ごとにf川‾iを配-LF一三させ,一一1よの枇プ己地域を分印

するグ)はノノこ二1こご分散′1i■旦と変わ/プないか､大きな泣いは,眼う!占拠

l.1=二/川子う‾る向【rJ】が限1上され,打席していない商品の汁1荷は

円己j追センタから行なう.キにある′つ

3.l,3 商･物分離型

枇うモ拠ノ∴-二と符珊‾部門は卜ij一イ抑叶であるが,物流拠点のf㌻嘩,

枇j去センタち･どが分散Lており,ごノこ仝に商･物分離がとられ

ている例で,給†ナ摘什にこの例が多い(図4)｡

販売･物流

拠 点

客

●●･･.1l
●

●

●

販売･物流

一一一一一一

拠 点

客ク

簸売･物涜

拠 点

●

●

●

∃==== メ…カー

勺㌔メ三_
注:1･■商品の移動

一情報の流れ

2･直送ルートを除く｡

図2 完全召､散型構造 販売拠点と物流拠点が同一で,販売テリトリー

ないL消費地に分散配置される形態を示すr.,
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審

配送センタ

客

＼
客 ---------■-■-■-

/
客

メーカ…

メーカー

販売･物流

拠 点

販売･物流 一■●
●

拠 点

●

●

●

注:■■■商品の移動

■■■■一情報の流れ

図3 層別分散型構造 販売拠点,物流拠点は完全分散型と同じである

が,中央に配送センタを配L特定商品などの出荷,保管の機能を層別管‡里Lて

いる形態を示す｡

り_)眼プ占拠ノ.【丈は`ノこ仝に商流(収り川j渦之け)みを拭い,汁岬が,

物流ヤ門に機能を分糾してし､る〔-,

(2)枇克郎†+1かごブほ､∫州=二対L,指示を′プーえるく､

3.1.4 集中管王里型

3.1.1のノノこ仝分散Jli■旦と柵似Lているが,‾Fi言J名‾と追う∴lラニは,Ⅰ立上

られた両性】でパり†ナ′ト規似な企紫がこれに当たり､-･1陀的には

-呪食間J幸三や地ノブ閃掃などである(図5).､
3.2 完全分散型におけるシステム化

苅Jノノセ用祉の小で姑も多いパターンである1こ仝分散ノ弓一三のシス

テムにおいて,EDPS化という観∴1丈では,チノ仁火のバ,ソチ(一一

打)処一叩のほかに.火のプラ'ノ〔が指】/りされてし､る｡

(1)オンライン デーー一夕収一日三チモ■旦

∴乏･‡己注処+二l:1もは,分/枚Lた眼ンセ物流拠∴‡でり三施させ,f∠七禁

発行吋の副庇物である王統テrプなどをイこ部に送イ∴ 叶丈瀕三する

シ ステム｡

(2)すンライ ン リアルタイムJli■壬

tト1】iの中心となる和音ソ亡,イ1二伸などファイルを本部に一肘†‾-

し,終乍‾紫I叶に仁こ栗発行川タイプライタ,ディ スプレイを一言‡

i;さ亡L辿†う吉川視で結んだシステム√｡

(3)コンピュータ ネットワークJて■ま

イこ洋l;の中･大形1七J′一.汁算機と終巾:掛叶に設‾i汽三する一之･発i-i二

l､-㌧汀｢‡の小形ノ,-Eイ▲計与純覧(規枇によりインテ1メゾ工ント タmミ

ナルのこともある)との仲川方式｡

以卜,バ‥ノチ処押‾方式も含めた4方式の処J〒l‾帥ラ態の/卜綬の

概1城化の‾方向を巧▲えると,終余業とも,本什,支†,1i,′汀某j叶,

川部引軒など,規校･管理レベルの典なる-j瑞賢1昨を対象としな

くてはならないため,本什にセンタ,支小iにサブ センタ,′汀

業巾,=り上長r叶レベルにインテリジュント クーミナ′しを設‾ii与す

ることとなり,,現場でグ)什`料ま現場で処押する方l｢小二なるも

のとノ巴われる｡

客

ク

-■商品の移動

一情報の流れ

メーカー

●

●

●

販売拠点 ･･･-･●･ メーカw

＼
倉 庫 倉 庫 倉 庫

図4 商･物分離型構造 販売拠点と物流拠点とを完全に分離L,商取

引情報と斗勿)充を切り離Lた形態を示す｡

管 理

客

＼
客･-･-･■･ 販 売

㌧ /
客

物 流

/

＼

メーカー

●

●

●

●

メーカー

注:一商品の移動

･一情報の涜れ

回5 集中管理型構造 比較的小規模な企業ないL単一テリトリーの場

合が多いが,妻板売,物流を集中管理する形態を示す_-,

山 国分株式会社における例

別業1712年の社歴をイrするL工Ⅰ分株式会社は,年l絹約2,500

伯P::Jの規快(酒類,良品卸ニi宅商社随一一)の良品総でナ佃什であり,

′乏･発注業務処押の形態は,枇売拠′たごとに付ヰiを附こ;∫Tこし,

1ヒめられた販売地域を分印.する`ノこ乍分散ノブ式をとっている､

い川二では,ヰこ子L 支什,′汀米桝,J!川主巾と符J【1と機能,舶雌

に応じて岬称される乍一業J叶に分かれており,イこ什をド1ミくすべ

てのヰi業仰が､販売･物流手札【.1となっている(図6)L_ 以‾卜に

そのそ･ブ巨洋装礫についてi‾言上述する｡
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4.1 受注出荷業務

受注出荷業務には,倉出品受注出荷と,直送古占′受注の2帥

類がある｡倉J11品とは,自祉倉嘩に在博している商品を′乏至]三

し,】しil荷配送する商品のことであり,直送品とほ,子ミ主意先か

らの注文をメーカーに取り次いで,メーカーに配送Lてもら

う商品である｡本稿では,倉出品旦注出荷業務の流れについ

て述べる｡図7は倉出【打-の概略フロ【であり,次の請じ述を参

板橋

＼
立川･一 乗 京 一足立

世田谷//＼大森
中央

照されたい｡

4.1.1 受 注

(1)そ注のほとんどは,得意先からのう正話による｡′受注係は

′･‾に請を′受けながら,注文受票に記入する｡

(2)針-†lL指は在樺確認し､在樺があれだHITAC 5ビリング

マシンで1乏注仁ミ票を発行する｡また,在韓がなければ子駁古先

にノ1左前で連絡L,代梓品などの再交渉を行なう｡

HlmC8210

システム

札 幌･一 中央

青森

卵､′＼
仙 台

福岡

守口

＼

広島一一大阪
′HITAC8150

高松 システム

図6 国分株式会社事業所配置図

販売･物;充拠点となっている｡
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納品魯

確認訂正

++⊥⊥+二

せ
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静岡

名古屋

､
､
､

相模原
､､

､

横浜

相原/′＼
横須賀 中央

全国事業所所在地を示すもので,本社を除きすべての事業所が,

､入ろぞ

l

晶

配

配

瓜侍

車

送

先

l

l
意

+

E領受収検

E DP

図7 国分株式会社受･発注フロー(除く直送品)

-を示す｡

10

帳記払

l

受

歪棚

受･発〉主業務におけるオペレーショナル プロ

東 京
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4.1.2 伝票仕訳と配車

(1)′受注係で発行した伝票を配車係に渡す｡

(2)伝票は■方面別に仕訳され,配送トラック1≠i分になった

とき｢書出し+に転記し,書出しに伝票を添え倉庫にまわす｡

4.1.3 晶ぞ■ろえ及び配送

(1)倉嘩では,書出しに記入されている全商品を集荷台に集

荷する｡

(2)集荷の終わったものから,†ム票を運転手に渡し,配送する｡

(3)受領書に検収印をもらい持ち返る｡

4.l.4 伝票整理とEDP入力

(1)持ち返った受領書と売上伝票の内容を確認し,輸送中破

損,品ぞろえ違いなどがあれば,ニれを訂正する｡

(2)訂正があったときは,言丁正伝票を発行し,同時に紙テー

プを作成する｡

(3)EDP入力のためには,発伝時に作成された紙テⅦプを

本社の電子計算課へ送付する｡このデータを電子計算機の入

力とし,EDP処理する｡

4.2 発注入荷業務

(1)発 注

商品の発注は,′受注係が商品出納帳,在庫管理表,統計表

など及び在庫量を参考にし発注量をi大め,メMカーに電話で

注文する｡

(2)入荷及び検収

メーカーより商品が入荷すると,納品書と商品の検収を行

ない仕入伝票を発行し,同時に仕入紙テープを作成する｡

(3)この紙テープを本社の電子計算課に送付し,以後のED

P処理の入力デmタとする｡

4.3 受払記帳と在庫管理

(1)出荷,入荷に際して入･F刊荷口報を記入する｡

(2)当日の人･出荷が終わると商品別入･出荷をfナ計L,前

日残より当日残を計算し,記帳する｡

(3)倉庫では毎日棚卸を行ない出納係に報告し,出納係は,

これと日報残を合わせて在庫日計表に記帳する｡

田 受･発注システムの問題点と今後の課題

′受･発注システムは,いずれも顧客ないしメーカーなど自

社外との接点があり,自社の都合でシステム化を進めること

は難しい｡次にこれらシステム化の問題点と今後の課題につ

いて記述する｡

5.1 受･発注システムの問題点

受注出荷システムでの問題点としては,次の4点がある｡

(1)サービス タイム

顧客から注文を′受けて商品を顧客に届けるまでの時間

(2)サービス率

顧客からの注文に対し,品切れなどを起こさずに応じられ

る品ぞろえ

(3)受･発注の事務作業に当てるコスト

(4)物i充経費

などになる｡これは単にEDPS化とか,事務にかかる経費

の削ぎ戒だけでは解決できない｡それは,取り拭われる｢商品

特性+,｢生産体制+,｢流通特性+,｢販売特性+など,商慣習

という言葉で言われているものによることが多し､｡また,卸

売段階の相対的な力関係によっても問題の所在,解決法は変

わってく る｡

以_との問題点の中で｢受･発注システム+の改善を図るに

は,一部商慣習の改良とともに,｢省人化+,｢サービス向上+,

｢管理能率の向上と信頼件向上+,｢作業負荷の平滑化+につい

ぎ
潔
迷
蜜
八
†
小
人
七

リモート

ターミナル

即時性の重視

ビリング

マ シ ン

インテリジェント

ターミナル

(琵霊程慧詰視)

/1
超 小 形

電子計算機

処理能力の強化

国8 インテリジェント ターミナルヘの発展経過 インテリジェ

ント ターミナルヘの発展過程を示す(オンライン端末とどリングアカウンテ

ィングマシンからの展開)｡

て什'f川てJな干法のヰ入を回ることにより吋能となる｡

また什､即勺なデー一夕,手法を利川する場′ナ,イこ浦川三の試い

デー一夕を,いかに速く`一に‾J′▲i汁汀機など事務機器にインプット

するかがキーポイントとなる｡枚言すれば,｢インプット シス

テムグ)改薄_Jである｡

5,2 インプット システムの今後の動向

インプット システムの動向は先にも述べたが,まず(1)イ

ンテリジェント指向にあることが挙げられ,この純一果,処即

の分散化,効ヰ叩ミ,拡弓壬びト,柔軟ノlで王三が高まる･方,道川側か

らみると,オペレータ不旭から,｢だれでも,どこでも,いつ

でも_+容易にインプ･･/卜できる｡(2)｢ダイレクト インブリ

ト機器+例えば,手tモ芋き光学文字読取装苗(OCR),光サマ

ーク読取米i程(OMR)などパンチレス方式の採用も改子享につ

ながる憤れた方f去である｡

‾更に川途に応じて,(3)マン マシン インタフェースを巾

祝したCRTディスプレイを仙川するカンパセーション‾方J〔

も8却一光をナ結びている(,以_1∴ 3とおりのアプローチがあるが,

オンライン化環境として見逃せない回線守宮用について,まだ

帖掃仁こ連環梢としては高価であることを付記する必要があI),

壬さ次回練絹などの清川がインプ‥ノト ンステムの今後に多人な

去キ三等苧を与えることであろう｡

なjう,インテリジュント ターミナルへの発妓経過を図8に

示す〔)

【司 結 言

以_卜,卸売商引二における′乏･発注システムの体系,各シス

テムの機能椎びに,今後の動向について述べたが,稲光,ま

すます流通システムの†ナ雌化が進められ,生花全判二からユー

ザーに乍る流通ネットワークが･クローズアップされるであろ

う.ノ 本柵が今後の′乏･発柱システム化に対し,多少なりとも

手迂立てば辛いである｡

姑後に,執筆に際L御協力をし､ただいた阿分株J℃会社縫叩

部1屯f一汁号耳深 謀良栗原丁度造氏に対し､深謝の怠を表わす次

第である｡
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